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《2002年 国際山岳年記念事業を成功させようノ》

(左側 島村選手1右側 ノ」ヽ澤選手 511ldを 完登 )

少
年
男
子
１
位
・関
東
突
破

《高
知
国
体
出
場
決
定
１
０

第
５
７
回
国
民
体
育
大
会
　
関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会
が

千
葉
県
習
志
野
市
東
部
体
育
館
、
君
津
市
清
和
県
民
の

森
で
行
わ
れ
た
。

第
５
７
回
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
山
岳

競
技
会
で
、
少
年
男
子
が
見
事
総
合
１
位
で
関
東
突
破

を
果
た
し
た
。

２
４
日
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、
先
に
行
わ
れ
た
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
覇
者
の
小
澤

・
島
村
ペ
ア
が
共
に

完
登
。

翌
日
の
縦
走
で
も
、
若
月
５
位
、
小
澤
９
位
に
入
り

総
合
で
群
馬
と
１
位
を
分
け
た
。
少
年
男
子
の
関
東
突

破
は
久
し
ぶ
り
で
、
５
９
国
体
に
向
け
て
の
ス
テ
ッ
プ

が
始
ま

っ
た
。

参
考
成
績

（第
５
回
ジ
ュ
一ア
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
カ
ツ
プ
）

男
子
Ａ
（１
８
～
１
９
）

決
勝
５

，１
３

ａ

２
位
　
田
村
　
鷹
志
（県
立
吉
見
高
校
）

．男
子
３
（１
６
～
１
７
）

決
勝
５

・１
２

ｃ

ｌ
位
　
小
澤
　
信
太
（県
立
坂
戸
高
校
）

２
位
　
島
村
　
太
郎
（県
立
草
加
西
高
校
）

男
子
Ｃ
（，
１
５
）
　

決
勝
５

・１
２
ｂ

２
位
　
坂
田
　
生思

（越
谷
市
立
大
相
模
中
学
校
）

女
子
Ｃ
（～
１
５
）
　

決
勝
５

・１
ｌ
ｂ

２
位
　
門
間
　
希
美

（加
須
市
立
東
中
学
校
）
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第57回国民体育大会 関東ブロツク 山岳競技会 成績
日

場

期

会

平成14年 8月 24・ 25日

クライミング 習志野市東部体育館

縦    走 君津市清和県民の森

成年女子 少年男子 少年女子

都県名 総合    団体   団体

クライミング  縦走 _
'' 

夕瑯Liヶ ―凧笙 齢―
 クタЪゲ

体

走
団
縦

茨城 県 8イ立 8位 8イ立 6位 4イ立 6位 41位 3イ立 6イ立

栃本県 7{立 5(立 7イ立 5位 5位 3位 一Ｖ
上
ユつ

仁 1仁2

群馬県 6位 7(立 4(立
ニュ 3イ立 2位 Rイ市 4イ立 3イ立

埼玉県 4{立 3位 6位 エ
ュ

エ
ユ 4位 7イ市 6イ立 7(立

千葉県 3位
ユ
エ 5位 3イ立 一Ｖ 5位 1イ立 1位 2位

東京都
ニ
ユ 2位 2イ立 7{立 8イ立 7イ立 6位 7イ立 4イ立

神奈川県 一二
つ
こ 4位 1位 4イ立 6イ立 ユ

ュ

山梨県 4イ立 6位 3位 7イ寸 7イ立 8イ立 5(立 5位 5イ lヽF

監 督 吉沢 英一 監 督 重本 文孝 監  督 暮ヽ 岳実

選 手 丸橋 朋子 選 手 小澤 信太  嘩 選 手 関根 綾  狭山は

細田 雅子 蔀 内間 愛  鴻巣高校

安藤 由香里 若月 寛俊  越生高校 山本 はるか 熊谷女子高校

第57回関東プロツク大会クライミング競技レポート
左のルートを「太郎」、右のルートを「信太」が、流れるようなムーブで登つてゆく。

そして、完登。登り終わつて競技エリアからでてきた彼らは、虐、の乱れもなく、なにごとも

なかったような表1青。それよりは、 《フアイナルがやりたい》と言っている彼らにとつては

埼玉県山岳連盟
村岡正巳

物足りないといつた方があたっているだろう 1

先に行われたジユニアオリンピックで1、 2位

登れてあたりまえのルートであったようだo

今回、他の県を合わせると完登‐が6人o一部クライミングヘの対応が遅れている県も見受

けられるが、ジユニアクラスでのクライミング技術は相当に高くなってきている。

催者側のルートセツトもその旨を十分考慮して行う必要を感じた。

翌日の縦走では、「若月」

成績を活かす走りで5位。

そして「信人Jは 9位た
大健闘。走れるクライ

マーの誕生だ !!今後

が非常に楽 しみな埼玉

少年男子チームである。

「信太」がエントリー「若月」は前日のクライミングの

少年男子

発表5.1ld (選 手評価5.1l b)

(カ テゴリーB)と なった2人 にとつては、

一方、成年女子はクライミングで

3位 に付けなが らも惜 しくも総合4位。

少年女子は、le_闘 虚しく7位。

成年女子

【
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
ご
案
内
】

今
号
よ
り
埼
玉
県
内
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
を
順
次

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
（順
不
動
）

埼
玉
国
体
開
催
を
前
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
楽
し
さ
、

面
白
さ
を
み
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

是
非
お
近
く
の
ジ
ム
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
イ
レ
ブ

ン
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
ミ
ス
ト
ラ
ル
　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
》

場
所

〒
３
４
３

１
０
８
０
４

越
谷
市
南
荻
島
２
６
９
６

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

４

８

１

９

７

０

１

６

３

３

４

東
武
伊
勢
崎
線
越
谷
駅
東
口
よ
り

バ
ス

「
野
中
」
下
車
徒
歩
１
分

月
曜
日
定
体

・
平
日
１
３
‥
０
０
～
２
２
１
３
０

土
曜

。
日
曜

・
祝
日
１
０
‥
０
０
～
２
０
‥
０
０

ス
タ
ツ
フ
　
柴
田
　
朋
広
　
風
美
枝

多
彩
な
傾
斜
と
形
状
の
ボ
ル
ダ
ー
や
ル
ー
ト
壁
、

シ
ョ
ツ
プ
有
り
、
レ
ス
ト
ル
ー
ム
完
備

詳
細
は
直
接
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ま
た
は

Ｈ

Ｐ

含

´
一
ｏ
て

‘

‘

鍵

Ｆ

，
ュ

４

，
汀

ｏ
日

、
》

で

案

内

あ

り
No.1
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平
成
１
４
年
度

【山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
開
催
】

三ヽ

催

日
本

山
岳

協

会

主
　
管
　
埼
玉
県
山
岳
連
盟

平
成
１
４
年
８
月
３
１
日
～
９
月
１
日

山
岳
遭
難
事
故
現
場
で
必
要
な
登
山
者
の
救
助
技
術
の
習
得
・

研
鑽
を
目
的
に
、
埼
玉
県
加
須
市
の
市
民
体
育
館
に
て
開
催
。

ハ
イ
キ
ン
グ
上
般
登
山
ク
ラ
ス
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ス
に
に
わ
け
て
、

実
技
・机
上
講
習
を
主
体
に
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
を
行
っ
た
。

参
加
者
数
約
６
０
名

（日
山
協
・県
岳
連
関
係
者
は
田
中
会
長

他
、
２
０
名
）
を
数
え
、
岩
手
・秋
田
・栃
木
・東
京
・神
奈
川
・群
馬

静
岡
・山
梨
・京
都
。愛
知
・徳
島
・埼
玉
と
各
地
か
ら
多
数
の
受

講
者
が
参
加
し
、
熱
心
に
各
講
師
の
指
導
を
請
け
た
。
午
後
よ
り

加
須
青
年
の
家
に
移
動
し
、埼
玉
県
警
山
岳
救
助
隊
・南
雲
隊
長

の
講
演
を
聴
講
後
、
終
了
し
た
。

食
事
後
、
別
会
場
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
、各
県
の
参
加
者
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

二
日
日
、午
前
中
の
机
上
講
習
後
、加
須
体
育
館
に
集
合
し
、恵

講
師
の
指
導
に
よ
り
、
搬
送
シ
子

レヽ
ー
ンヽ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
擬
似
負

傷
者
を
実
際
に
近
い
状
況
（か
な
り
凄
惨
な
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
）
の
中
、

応
急
対
処
の
方
法
、
搬
送
の
方
法
を
３
パ
ー
テ
ィ
に
分
か
れ
て
実
践

し
た
。

各
講
習
を
終
了
後
、
体
育
館
に
て
日
山
協
。田
中
会
長
、
西
内
遭

難
対
策
委
員
長
、
県
岳
連
・福
田
理
事
長
の
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、

後
に
受
講
終
了
証
が
、全
員
に
、
手
渡
さ
れ
二
日
間
の
講
習
を
無
事

終
了
し
た
。

な
お
参
加
者
の
中
か
ら
（徳
島
県
上
一見
、
群
馬
県
・土
橋
、秋
田

県
・酒
田
）
氏
の
別
紙
の
感
想
文
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責
　
］石
井
田

日山協 田中会長

恵講師による救急法 講話

クライミングレスキユーを指導する町田講師

渡辺講師による講習会

女性会員による岩場救助訓練
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【遭
難
予
備
軍
の
た
め
の
レ
ス
キ
ュ
ー
の
す
す
め
∵

徳
島
県
山
岳
連
盟
　
徳
島
岳
人
倶
楽
部
　
一
一見
・
隆
久

本
研
修
会
で
は
最
遠
の
地
、
一徳
島
か
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

（の
こ

の
こ
と
。
）

埼
玉
県
に
土
地
勘
が
な
い
の
を
割
り
引
い
て
も
、
ア
プ
ロ
ー
チ

・
取
付

・

ル
ー
ト
を
間
違
え
、
そ
の
う
え
コ
ー
ス
タ
イ
ム
も
読
み
間
違
え
、
道
迷
い
に

よ
る
遭
難
必
至
の
行
動
を
重
ね
初
日
遅
刻
致
し
ま
し
た
こ
と
に
ま
ず
お
詫
び

致
し
ま
す
。

ミ
ー
テ
イ
ン
グ
に
途
■
入
場
し
た
ば
う
の
悪
さ
と
、
町
田
講
師
の
ど
迫
カ

に
加
え
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ボ
ー
ド
０
圧
迫
感
に
思
わ
ず
腰
が
引
け
、
最
後
ま

で
尾
を
引
き
ま
し
た

（お
酒
の
場
を
除
き
ま
す
）
。

さ
て
、
い
い
加
減
一な
年
齢
で
た
い
し
た
山
も
行
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
本
研
修
会
に
や
つ
て
参
り
ま
し
た
の
は
、
ク
ラ
ブ
内
で
も
最
も
遭
難
に

近
い
奴

（あ
わ
て
ん
‐は
）
と
言
わ
れ
続
け
、
そ
の
た
め
か
今
年
度
か
ら
徳
島

県
山
岳
連
盟
の
道
難
対
策
委
員
長

（や
り
手
が
な
い
）
を
受
命
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
徳
島
県
の
救
急
体
制
に
不
満
と
不
安
を
日
頃
か
ら
感
じ
て
い

た
こ
と
も

一
因
で
す
。

徳
島
県
に
は
６
の
常
備
消
防
未
整
備
町
村
が
あ
り
ま
す
。
過
疎
の
山
間
の

町
村
で
あ
り
私
達
の
年
間
を
通
し
て
の
ホ
ー
ム
グ
レ
ン
デ
と
な
っ
て
い
る
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
県
の
保
健
所
に
勤
務
し
総
務
担
当
で
は
あ
り
ま
す

が
、
医
療
機
関

・
消
防
機
関
を
交
え
て
の
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア

・
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ト
ル
等
々
か
ら
、
人
の
命
に
対
す
る
す
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
思

い
ま
す
と
、
そ
の
中
で
自
己
責
任
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

前
置
き
ば
か
り
に
な
り
そ
う
な
の
で
、
研
修
の
私
な
り
の
感
想
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
時
間
は
足
り
ま
せ
ん
と
云
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
貴
重
な
時
間
も
、
加
齢
に
伴
う
頭
の
回
転
の
低
下
の
せ
い
で
も
あ
り
ま
す

が
、
町
田
講
師
の
極
め
て
熱
心
な
実
技
に
見
ほ
れ
、
名
だ
た
る
講
師
陣
の
献

身
的
な
模
範
演
技
に
あ
ん
な
動
き
は
な
か
な
か
で
き
ん
わ
な
～
、
と
納
得
じ

て
し
ま
っ
て
ボ
ー
っ
と
見
て
い
る
こ
と
が
殆
ど
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

反
省
し
て
お
り
ま
す
。

当
ク
ラ
ブ
は
夏
場
は
沢
登
り
に
明
け
暮
れ
、
岳
連
の
中
で
講
習
会
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
シ
デ
ン
ト
は
結
構
あ
り
そ
の
対
応
に
は

一
定
の
成
果
は

あ
げ
て
は
い
ま
す
が
、
大
き
な
事
故
へ
の
体
制
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
沢
で

の
救
助
に
斜
張
シ
ス
テ
ム
も
ま
た
ご
教
授
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
し
、

埼
玉
県
警
山
岳
救
助
隊
の
結
構
泥
臭
い

（失
礼
）
救
助
方
法
は
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

応
急
処
置
に
つ
い
て
も
、
過
去
に
訓
練
を
受
け
た
水
難
事
故
の
心
肺
蘇
生

法
は
、
頸
椎
損
傷
等
の
可
能
性
が
高
い
山
岳
事
故
で
は
そ
の
ま
ま
応
用
で
き

な
い
こ
と
、
い
ざ
と
い
う
時
は
な
か
な
か
的
確
な
実
施
は
難
し
い
こ
と
を
、

モ
デ
ル
訓
練
で
も
痛
感
さ
せ
ら
れ
、
現
場
に
お
け
る
第

一
次
救
命
処
置
の
重

要
性
ど
な
お
訓
練
を
重
ね
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

今
、
研
修
会
で
講
師
の
方
々
が
教
授
さ
れ
た
か
っ
た
こ
と
を
改
め
て
思
い

返
し
、
伝
達
講
習
の
企
画
の
た
め
私
な
り
の
た
た
き
台
テ
キ
ス
ト
を
作
成
中

で
す
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
で
ま
ず
我
が
ク
ラ
ブ
の
人
間
を
モ
ル
モ
ッ
ト
に
実
技

で
試
し
て
み
る
つ
も
り
で
す
。
こ
れ
が

一
番
危
険
な
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
。

そ
の
上
で
、
岳
連
で
の
研
修
会
は
ぜ
ひ
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

組
織
や
装
備
の
あ
り
方
、
そ
し
て
ど
う
動
く
べ
き
な
の
か
、
き
ち
ん
と
検
証

す
る
場
の
設
定
の
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
の
み
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
危
機
管
理
が
十
分
と
は
見
え
な
い
徳

島
県
岳
連
の

一
員
と
し
て
、
遭
対
部
門
だ
け
で
も
も
う
少
し
何
と
か
し
な
い

と
、
と
遭
難
予
備
軍
と
し
て
の
我
が
身
を
振
り
返
っ
て
も
切
実
に
感
じ
さ
せ

て
く
れ
た
本
研
修
会
で
し
た
。

最
後
に
講
師
の
方
々
、
日
山
協
の
皆
様
、
お
世
話
い
た
だ
い
た
埼
玉
県
岳

連
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
研
修
会
の
お
仲
間
の
方
々
、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

身
の
文
５
尺
３
寸
９
分
、
重
さ
１
６
貫
２
０
０
匁
、
１
０
文
２
分
の
ま
ぬ

け
の
小
足
。
徳
島
岳
人
ク
ラ
ブ
の

「
ふ
た
み
」
と
申
し
ま
す
。
ど
こ
か
で
倒

れ
て
い
た
ら
救
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

徳
島
県
山
岳
連
盟

（新
米
）
遭
難
対
策
委
員
長

【レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
を
受
講
し
て
】

前
橋
山
岳
会
　
土
橋
　
益
美

私
が
現
在
の
山
岳
会
に
入
会
を
認
め
ら
れ
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
１
年
半

が
経
過
し
ま
し
た
。
過
去
に
仕
事
で
団
体
を
連
れ
て
山
歩
き
を
す
る
こ
と
も

多
少
あ
り
ま
し
た
が
、
岩
登
り
の

「
い
」
の
字
も
知
ら
な
か
っ
た
自
分
に
と

っ
て
、
色
々
な
道
具
を
使
っ
て

一
般
道
以
外
の
ル
ー
ト
を
登
る
こ
と
は
と
て

も
新
鮮
で
あ
り
、
先
輩
達
に
叱
咤
激
励
さ
れ
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

少
々
の
知
恵
が
付
い
た
今
、
こ
れ
ま
で
の
山
行
や
活
動
を
省
み
る
と
、
我

が
会
で
毎
週
行
わ
れ
て
い
る
例
会
や
個
人
山
行
で
は
、
具
体
的
に
緊
急
事
態

を
想
定
し
た
話
合
い
や
訓
練
を
行

っ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
万
が

一
、
不
幸
に
も
自
分
や
パ
ー
ト
ナ
ー
が
事
故

に
遭
遇
し
た
時
に
恐
ら
く
何
も
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
自
分
に
愕
然
と
し
ま
し

た
。
本
来
、
事
故
対
応
の
知
識
や
技
術
は
、
そ
の
人
の
経
験

・
レ
ベ
ル
に
拘

わ
ら
ず
誰
も
が
備
え
る
べ
き
必
須
ア
イ
テ
ム
で
す
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
自

分
は
か
な
り
奢
っ
た
行
動
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
参
加
し
た
講
習
会
で
す
が
、
講
師
の
方
の
説
明
と
実
技
の
シ

ユ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
長
年
の
実
践
経
験
と
研
究
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
賜
物

ら
し
く
、
と
て
も
分
か
り
や
易
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
大
変
そ
う
に
見
え
た

事
が
、
コ
ツ
を
掴
む
と
楽
に
出
来
た
り
、
道
具
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
僅
か

な
力
が
何
倍
も
の
働
き
を
す
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
と
は
言
え
頭
ど
行

動
は
別
物
で
、
分
か
つ
た
つ
も
り
が
ヽ
実
際
に
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
う
ろ

覚
え
で
何
度
も
や
り
直
し
を
す
る
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。　
一
度
受
講
し
た
で

け
で
は
実
践
で
即
動
け
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
が
ヽ
今
後
も
ま
た
●
会
で
反

復
練
習
し
て
、
楽
し
く
快
適
な
山
行
が
続
け
ら
れ
る
．よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
他
県
の
山
岳
会
の
方
と
も
情
報
交
換
で
き
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

、
す
。
主
催
者

・
役
員
の
皆
様
に
は
、
色
々
と
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
ｏ

【感
動
の
ガ
ー
タ
・
ヒ
ツ
チ
】
　
　
　
酒
井

佳
一

今
回
の
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
は
と
て
も
興
味
深
か
つ
た
。
怪
我
の
応
急
処
置
、

ち
ょ
っ
と
し
た
物
を
テ
ン
ト
タ
ン
カ
に
す
る
工
夫
ギ
摩
擦
を
利
用
し
た
よ
う

な
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
。
特
に
ガ
ー
タ

・
ヒ
ッ
チ
は
魔
法
を
見
て
い
る
よ
う
に
面

白
く
、
寝
る
直
前
ま
で
友
人
と
練
習
し
て
い
た
。

私
に
と
つ
て
、
山
岳
遭
難
は
人
ご
と
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
次
の
よ

う
な
原
体
験
が
あ
る
か
ら
だ
。

小
学
校
５
年
の
秋
、
子
供
会
で
札
幌
市
近
く
の
山
に
で
か
け
た
。
予
想
よ

り
早
く
山
頂
に
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
計
画
と
は
違
う
道
を
下
り
る
こ
と
に
し

た
、
こ
れ
が
失
敗
の
も
と
。
山
の
中
で
日
が
暮
社
で
し
ま
い
、
舗
装
道
路
ま

で
出
ら
れ
た
の
は
、
私
を
含
め
４
人
だ
け
だ
っ
た
。
舗
装
道
路
と
い
っ
て
も
、

街
灯

一
つ
無
い
山
の
中
で
あ
る
。
あ
ま
り
の
寒
さ
と
暗
さ
に
、
身
を
寄
せ
合

っ
て
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
と
、
突
然
、
懐
中
電
灯
を
持
っ
た
男
性
が
声

を
か
け
て
き
た
。
何
で
も
、
彼
の
息
子
を
出
に
探
し
に
来
た
の
だ
と
言
う
。

こ
の
男
性
が
私
達
の
家
に
連
絡
を
と
つ
て
く
れ
、
親
た
ち
は
す
ぐ
に
救
助
隊

を
編
成
し
た
。
結
果
的
に
全
員
が
深
夜
ま
で
に
帰
宅
で
き
た
の
だ
が
、
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。
一

余
談
だ
が
、
私
た
ち
を
救
助
し
た
男
性
の
息
子
は
実
は
家
に
い
た
そ
う
で
、

こ
ち
ら
も
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
終
わ
っ
た
。
で
■
ザ
そ
う
す
る
と
、
な
ぜ
あ

の
男
性
は
あ
の
時
間
に
私
た
ち
の
前
に
現
れ
た
の
だ
ろ
う
。
本
当
に
不
思
議

で
山
神
が
、
彼
を
私
た
ち
の
所
に
導
い
た
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
。
こ
の

時
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
謙
虚
な
気
持
ち
で
山
を
歩
き
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

余
計
な
話
が
大
部
分
で
し
た
が
、
最
後
の
こ
よ
う
な
興
味
深
い
講
習
を
授

け
て
下
さ
っ
た
講
師
の
方
々
、
通
営
の
皆
様
、
参
加
者
仲
間
に
感
謝
を
込
め

て
、
筆
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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(雲取山荘内にて)

(山頂にて記念写真)

【国
際
山
岳
記
念
　
奥
秩
父
環
境
登
山
大
会
】

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
　
参
加
者
８
４
名

去
る
９
月
１
６
日
ヽ
１
７
日
に
実
施
さ
れ
た
、
奥
秩
父
登
山
大
会
に
は
、
総
勢
８
４
名
の

参
加
者
を
迎
え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
っ
た
三
峰
神
社
コ

ー
ス
は
、
８
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
霧
の
霧
藻
ヶ
峰
、
白
岩
山
を
通
過
ｔ
、
午
後
１
時
頃
か
ら

ゴ
ー
ル
の
雲
取
山
荘
に
続
々
と
到
着
し
ま
し
た
。

天
候
は
霧
か
ら
雨
と
生
憎
の
天
気
で
し
た
が
、
埼
玉
県
山
岳
連
盟
加
盟
団
体
以
外
に
も
、

県
警
山
岳
救
助
隊
７
名
や
千
葉
岳
連
の
４
名
、
少
年
２
名
、　
一
般
参
加
者
５
名
等
、
た
く
さ

ん
の
参
加
者
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
荘
大
広
間
で
の
開
会
式
の
後
、
日
山
協
自
然
保
護
委
員
長
佐
久
間
氏
の
自
然
保
護
の
講

話
、
県
警
山
岳
救
助
隊
の
南
雲
隊
長
の
講
話
、
副
隊
長
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
救
助
の
話
等
、

楽
し
い
話
を
開
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
山
荘
庭
に
て
焼
内
と
お
で
ん
を
囲
ん
で
懇
親
会
で
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
山
頂
に
て
浅
見
名
誉
会
長
の
講
話
の
あ
と
、
全
員
で
記
捻
写
真
を
し
て
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

生
憎
の
天
候
で
県
警
山
岳
救
助
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
の
実
演
が
出
来
な
か

っ

た
こ
と
は
、
残
念
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
を
迎
え
、
山
を
仲
立
ち
と
し
て
交
流
が

出
来
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
し
た
。
山
小
屋
を
使

っ
て
の
交
流
は
大
人
数
で
は
難
し
い

こ
と
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
又
も
て
た
ら
幸
と
、
感
じ
ま
し
た
。

主
管
の
自
然
保
護
委
員
会
を
始
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
　
加
藤
富
之
　
記

国
際
山
岳
年
記
念
行
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

【奥
秩
父
環
境
登
山
大
会
　
報
告
書
】

平
成
１
４
年
９
月
１
７
日

自
然
保
護
部
部
長
　
山
口

１

、

期

　

日

　

平

成

１

４

年

９

月

１

５

日

（
日

）

ヽ

１

６

日

（
月

）

２
、
場
　
所
　
奥
秩
父

『雲
取
山
荘
」
及
び

『雲
取
山
』

３
、
主
　
催
　
埼
玉
県
山
岳
連
盟

「主
管
‥
埼
玉
県
山
岳
連
盟
自
然
保
護
部
」

４
、
参
加
者
　
８
４
名

（宿
泊
者

＝
８
２
名
、
研
修
会
後
帰
宅

＝
２
名
）

☆
日
本
山
岳
協
会
‥
佐
久
間
自
然
保
護
委
員
長
、
青
木
敏
雄
氏
、
千
葉
岳
連
２
名

★
埼
玉
県
内
山
岳
団
体
‥
田
中
文
男
会
長
、
福
田
靖
理
事
長

他
２
６
団
体
７
４
名

５
、
日
　
程

★
９
月
１
５
日

（天
気
‥
曇
り
の
ち
雨
）

１
）
受
　
付
‥
１
４
時
０
０
分
～
１
５
時
３
０
分
　
帝
云
取
山
荘
内
食
堂
に
て

２
）
開
会
式
‥
１
５
時
４
０
分
～
１
５
時
５
０
分
　
を
云
取
山
荘
内
食
堂
に
て

（司
会
‥
山
口
実
行
委
員
長
）

・
開
式
宣
言
…
山
口
実
行
委
員
長

挨
　
拶

　

・田
中
文
男
　
大
会
会
長

・
来
賓
挨
拶
‥
佐
久
間
勉
　
日
山
協
自
然
保
護
委
員
長

・
来
賓
紹
介
―
加
藤
富
之
　
大
会
副
委
員
長

（青
木
氏
、
浅
見
氏
、
南
雲
氏
、
他
）

３
）
研
修
会
‥
１
５
時
５
０
分
～
１
７
時
０
０
分
　
一
云
取
山
荘
内
食
堂
に
て

（司
会
‥
三
ッ
木
副
実
行
委
員
長
）

イ
）
日
本
山
岳
協
会
、
自
然
保
護
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

…
…
佐
久
間
勉
日
山
自
然
保
護
委
員
長

各
地
の
山
小
屋
に
お
け
る
ゴ
ミ
処
理
方
法
の
問
題

・

尾
瀬

「長
蔵
小
屋
の
建

築
廃
材
や
空
き
缶
の
件
」
。

山
の
ト
イ
レ
問
題
や
野
生
動
物
の
書
に
つ
い
て
。

・
こ
れ
ら
の
問
題
で
埼
玉
県
は
ど
の
地
域
に
も
負
け
な
い
も
の
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

口
）
埼
玉
県
内
山
岳
遭
難
の
現
状
に
つ
い
て…

…
南
雲
芳
夫
県
警
山
岳
救
助
隊
隊
長

・
単
独
登
山
者
の
遭
難
事
故
が
多
い
こ
と
や
登
山
計
画

（届
け
）
と
違
う
ル
ー
ト

を
通
っ
た
事
に
よ
り
発
見
が
遅
れ
た
事
、
携
帯
電
話
が
有
れ
ば
助
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
事
故
の
こ
と
や
安
易
に
助
け
を
求
め
る
件
。

ハ
）
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
遭
難
者
捜
索
と
救
出
時
の
注
意
事
項

…
…
飯
田
雅
彦
県
警
山
岳
救
助
隊
副
隊
長

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
教
助
時
、
救
助
さ
れ
る
側
と
し
て
は
右
腕
を
上
下
に
振
る

こ
と
や
黄
色

・
赤
色
や
オ
レ
ン
ジ
色
が
目
立
ち
、
動
く
ほ
う
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

か
ら
は
発
見
し
易
い
と
の
事
、
他
諸
注
意
事
項
。

４
）
懇
親
会
‥
１
８
時
４
０
分
～
２
０
時
　
をテ
取
山
荘
前
広
場
に
て

（担
当
‥
岩
崎
副
実
行
委
員
長
）

・
雨
空
の
中
参
加
者
全
員
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
こ
の
ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご
し
て

お
り
ま
し
た
。

★
９
月
１
６
日

（天
気
‥
雨
、
風
強
し
）

イ
）
山
頂
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
、
７
時
４
０
分
～

　

（司
会
‥
山
口
実
行
委
員
長
）

・
セ
レ
モ
ニ
ー
開
会
の
挨
拶

‥
田
中
文
男
　
大
会
会
長
　
・
・福
田
靖
　
大
会
委
員
長

・
「雲
取
山
に
つ
い
て
」
の
議
演
会

・
・
・

浅
見
豊
　
県
岳
連
名
誉
会
長
、
７
時
５
０
分
～
８
時
１
０
分

口
）
閉
会
式
、
８
時
１
０
分
～
８
時
２
０
分

　

　

（司
会
‥
山
口
実
行
委
員
長
）

挨
拶
‥
田
中
文
男
　
大
会
会
長
　
　
福
田
靖
　
大
会
委
員
長

・
開
会
式
‥
鳥
辰
巳
　
大
会
副
委
員
長
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

そ
の
他
、
記
念
写
真
撮
影
後
解
散

◆
雨
天
の
為
に
当
初
の
計
画
を
大
幅
に
変
更
せ
ぎ
る
を
得
な
か

っ
た
の
は
担
当
者
と
し
て
非

常
に
残
念
で
し
た
。

な
お
参
加
い
た
だ

い
た
団
体
は
左
記
の
通
り
で
す
。

川
口
市
山
岳
連
盟
　
蕨

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

浦
和
市
役
所
Ｏ
Ｂ
会

・
あ
ゆ‥
む
山
の
会

大
官
山
岳
会
　
桶
川
山
の
会

深
谷
山
岳
会

・
熊
谷
山
岳
会

恵
流
峰
会
　
熊
谷
ア
ル
ム
Ｈ
Ｃ

吉
田
山
岳
会
　
小
鹿
野
山
岳
会

奥
武
蔵
Ｗ
ｖ
　
春
日
都
市
山
岳
連
盟

山
岳
同
人
山
歩
　
戸
田
山
の
会

蓮
田
山
の
会
　
石

っ
こ
ろ
の
会

埼
玉
県
警
山
岳
救
助
隊
　

一
般
参
加
者
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平
成
１
４
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

【県
民
体
育
大
会
　
山
岳
競
技
会
縦
走
の
部
開
催
０
お
知
ら
せ
】

す
で
に
御
案
内
の
通
り
左
記
要
項
に
て
縦
走
競
技
人
小
鹿
野

・
■
観
音
山
）

が
行
わ
れ
ま
す
。
県
岳
連
加
盟
団
体
会
員
の
奮
っ
で
の
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
日
　
平
成
１
４
年
１
１
月
１
７
日

（日
）
　
小
雨
決
行

〈ム　
場
　
小
鹿
野
町
観
音
山
周
辺

日
　
程
　
１
１
月
１
７
日

（日
）

受
付
会
場
　
Ａ
Ｍ
８
～
　
　
　
小
鹿
野
町
日
尾
運
動
場

開
会
式
　
　
Ａ
Ｍ
９
‥
１
０
　
同
所
に
て

競
技
開
始
　
Ａ
Ｍ
９
‥
３
０

閉
会
式
　
　
Ｐ
Ｍ
ｌ
　
　
　
　
小
鹿
野
町
日
尾
運
動
場

参
加
資
格
　
埼
玉
県
山
岳
連
盟
所
属
会
員
お
よ
び
県
内
在
住
者

種
　
　
別
　
少
年
男
女

（高
校
生
以
下
）

・
成
年
男
子

種
　
　
別
　
（１
）
競
技
の
部

・
・
縦
走
競
技

（個
人
）

（２
）

一
般
の
部

・
・
一
般
参
加
者

（競
技
対
象
と
し
な
い
）

受
付
締
切
　
１
１
月
８
日

（金
）

参
加
費
　
　
１
０
０
０
円

（当
日
受
付
）

そ
の
他
　
　
参
加
申
込
み
・
詳
細
等
は
所
属
山
岳
連
盟
又
は
、
左
記
担
当
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

熊
谷
市
石
原
２
１
２
０
１
１
５

埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
国
体
委
員
　
長
谷
川
　
茂

Ｔ

Ｅ

Ｌ

　

０

４

８

１
５

２

３

１
１

２

２

３

携

　

帯

　

０

９

０

１
３

１

４

６

１
４

６

５

１

【Ｃ
級
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
】
開
催
の
お
知
ら
せ

今
年
度
１
１
月
よ
り
左
記
の
通
り
指
導
員
養
成
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

受
講

・
受
験
に
あ
た
り

一
定
の
資
格
を
有
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

「準
指
導
員
養
戒
構
習
会
開
催
要
領
」
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
講
習
会
は
指
導
員
を
養
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
全
員
合

格
さ
せ
る
の
が
日
標
で
す
。
し
た
が
っ
て
―
初
心
者

・
初
級
対
象
の
講
習
会

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
習
会

（予
定
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
回
集
中
講
習

・
・
基
礎
理
論
　
　
※
登
山
の
基
本
・
登
山
と
自
然
・
確
保
理
論

平
成
１
４
年
１
１
月
１
７
日

（日
）　
　
　
　
　
　
北
本
中
央
公
民
館
研
修
室

第
２
回
集
中
講
習

・
・
基
礎
理
論
　
　
※
遭
難
対
策
ど
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

平
成
１
４
年
１
２
月
７
日

（土
）
～
８
日

（日
）
　

北
本
文
化
セ
ン
タ
ー

第
３
回
集
中
講
習

・
・
実
技

・
検
定
　
※
氷
雪
技
術

平
成
１
５
年
２
月
１
日

（土
）
～
２
月
２
日

（
日
）
那
須
岳
周
辺

第
４
回
集
中
講
習

・
・
実
技

・
検
定
　
※
わ
か
ん
技
術

・
雪
洞
技
術

平
成
１
５
年
３
月
１
日

（土
）
～
２
日

（日
）
　
　
上
越

（場
所
未
定
）

第
５
回
集
中
講
習

・
・
実
技
〓
検
定
　
※
岩
登
り
技
術

平
成
１
５
年
３
月
１
５
日

（土
）
～
１
６
日

（日
）
飯
能
　
天
覧
山

※
申
込
み
時
に

（申
込
書

・
推
薦
状

・
山
歴
書
）
が
必
要
で
す

募
集
人
員
　
２
０
名

（募
集
人
員
に
達
し
な
い
場
合
は
中
止
）

募
集
締
切
　
平
成
１
４
年
１
１
月
も
日

申
込
み
先
　
埼
玉
県
山
岳
連
　
指
導
部
　
中
山
　
法
行

〒

３

５

０

１
０

８

１

１

　

川

越

市

小

堤

６

１
２
１
６

４

Ｔ

Ｅ

Ｌ

・
Ｆ

Ａ

Ｘ

　

０

４

９

２

１
３

３

１
８

６

４

５

【理
事
会

報
工
口
】
　

９
月
１
０
日

午
後
７
時
３
０
分
～
　
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

・
国
際
山
岳
年
記
念
　
奥
秩
父
登
山
大
会
に
つ
い
て

詳
細
な
計
画
が
提
案
さ
れ
可
決

・
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

・　
　
　
　
（別
紙
報
告
書
）

・
県
民
体
育
大
会

・
縦
走
競
技

（小
鹿
野
‥
観
音
山
）

別
紙
　
実
施
計
画
書
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
ス

タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
が
倉
尾
小
学
校
校
庭
か
ら
日
尾
運
動
場
に
変

更
さ
れ
ま
す
。

受
付
締
切
　
１
１
月
８
日

（金
）

・
参
加
費
１
０
０
０
円

。
Ｃ
級
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

別
掲
の
通
り
今
年
度
１
１
月
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

久
し
ぶ
り
の
開
催
で
す
が
、
埼
玉
国
体
前
の
最
後
の
養
成
講
習

会
と
な
り
ま
す
。
内
容
は
や
や
大
変
で
す
が
、
指
導
者
に
成
り

た
い
人
、
ど
し
ど
し
応
募
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
１
０
月
２
０
日

（金
）
　
　
　
　
″

（ま
ず
は
意
思
表
示
を
お
願
い
し
ま
す
）

・
５
９
国
体
　
役
員
養
成
事
業
に
つ
い
て

今
後
の
行
事
予
定
の
通
り
に
役
員
養
成
を
行
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
は
、
国
体
の
縦
走

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
等
で
お
世
に

な
る
役
員

・
補
助
員
の
皆
様
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

・
５
９
国
体
実
行
委
員
会
に
つ
い
て

９
月
２
５
日

（水
）
加
須
市

・
海
外
委
員
会
よ
り

今
年
レ
ー
ニ
ン
峰
に
１
名
遠
征
し
た
。

海
外
登
山
を
実
施
し
た
人

。
会
、
は
是
非
情
報
を
提
供
し
て
ほ

し
い
。

・
事
務
局
よ
り

会
員
証
の
追
加
発
注
を
し
ま
し
た
。
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
会
員
証
の
代
金
未
納
入
の
会
、
１
４
年
度
負
担
金
納

入
の
会
は
早
急
に
処
理
お
願
い
し
ま
す
。

【さ
が
し
も
の
】

去
る
８
月
３
１
日
か
ら
９
月
１
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
会
場
に

て
紛
失
し
た
、
個
人
所
有
の
ポ
シ
ェ
ッ
ト

《
日
赤

・
北
海
道
支
社
？
と
記
入
さ
れ
て

い
ま
す
》
を
探
し
て
い
ま
す
。
２
日
目
の
加
須
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
負
傷
者
救
助

講
習
会
会
場
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
ち
が
え
て
お
持
ち
帰
ら
れ
た
方
は
お
手
数
で
す
が

至
急
岳
連
事
務
局
へ
返
却
く
だ
さ
い
。

〒
３
７
０
１
０
４
２
１
　
群
馬
県
新
田
郡
尾
島
町
柏
川
甲
５
２
２

埼
玉
県
山
岳
連
盟
事
務
局
　
加
藤
　
富
之

Ｔ

Ｅ

Ｌ

・
Ｆ

Ａ

Ｘ
１
０

２

７

６
１
５

２
１
１

２

７

６

【寄
贈
図
書
・
新
聞
】
到
着
順

日
本
山
岳
協
会
　
第
４
０
０
号

・
第
４
０
１
号

埼
玉
県
体
育
協
会
　
ス
ポ
ー
ツ
埼
玉
　
２
４
１
号

東
京
都
山
岳
連
盟
　
都
岳
連
通
信

エ
コ
ー
山
の
会

浦
和
浪
漫
山
岳
会
　
Ｒ
ｃ
ｈ
ｍ
ａ
ｎ

歩
む
山
の
会
　
活
火
山

埼
玉
県
警
山
岳
救
助
隊
　
１
０
周
年
記
念
文
集

【事
務
局
連
絡
】

理
事
会

・
常
任
理
事
会
の
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

開
催
場
所
は
す
べ
て
北
本
文
化
セ
ン
タ
Ｉ
　
Ｐ
Ｍ
７
時
３
０
分
か
ら

１
０
月
２
２
日

（火
）
　

理
事
会

（
１
２
月
７
・
８
日
冬
山
リ
ー
ダ
ー
会
議
、

１
２
月
２
２
日

県
体
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
会
に
つ
い
て
）

１
１
月
１
９
日

（火
）
　

常
任
理
事
会

１
２
月
１
７
日

（火
）
　

理
事
会

５
９
国
体

・
役
員
養
成
事
業
　
日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

左
記
の
通
り
期
日
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
周
知
お
願
い
し
ま
す
。

１
１
月
２
３
日

・
審
判
員
研
修
会
　
　
　
↓
１
１
月
１
６
日

（小
鹿
野
文
化
セ
ン
タ
↓

１
１
月
２
４
日

・
競
技
運
営
実
務
講
習
会
↓
１
１
月
１
７
日

（小
鹿
野

・
観
音
山
）

１
月
２
５
日

・
審
判
員
研
修
会
　
　
　
↓
１
２
月
２
１
日

（加
須
市
民
体
育
館
）

１
２
月
２
１
日

・
競
技
運
営
実
務
講
習
会
↓
１
２
月
２
２
日

（加
須
市
民
体
育
館
）

１
月
２
６
日

・
競
技
運
営
実
務
講
習
会
↓
　
３
月
　
９
日

（北
本
文
化
会
館
）

３
月
　
　
日

・
国
体

・
競
技
運
営
役
員
県
内
講
習
会
↓
６
月
８
日
　
各
競
技
会
場

他
こ
の
事
業
に
は
国
体
の
縦
走

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
等
で
お
世
話
に
な
る
役
員

・
補
助

員
の
皆
様
に
参
加
し
て
戴
き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

先
月
末
の
加
須
市
で
行
わ
れ
た
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
時
の
暑
さ
は
半
端
で
は
な
か
っ

た
が
９
月
中
旬
の
雨
空
は
肌
寒
い
、
こ
れ
も
異
常
気
象
か
心
痛
む
。
暑
さ
寒
さ
も
彼

岸
ま
で

連
体
中
の
編
集
作
業
は
ち
っ
と
わ
ず
ら
わ
し
い
け
ど
投
稿
戴
い
た
方
を
思
う
と
感
謝

一
杯
。
９
月
末
の
予
定
原
稿
の
校
正
に
手
間
取
り
１
０
月
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

ま
も
な
く
１
０
月
中
旬
、
あ
と
２
ヶ
月
で
今
年
も
せ
わ
し
く
終
わ
り
そ
う
。
次
国
の

広
報
は
２
月
発
行
を
目
標
に
原
稿
集
め
に
奔
走
す
る
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
。


